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信濃町メディアセンター地階にセミナー室が誕生しました !コラム

北里記念医学図書館棟地下の信濃町 ITC事務室は，平成 24 年 2 月にキャンパスの北側，グラウンド脇の北別館
へ引っ越し，メディアセンター内に約 70 平米の新たなスペースができました。平成 23 年度間接経費によって年度
末に床上げ，カーペット敷き，ネットワーク工事などの大掛かりな施設改修を行い，セミナー室（約 46m2）とグルー
プ学習室（約 24m2）へ改装しました。セミナー室には利用者用 18 台，講師用 1台のパソコン，プロジェクターと
スクリーンを設置してあります。信濃町 ITCの協力によりパソコン設定が完了した後，新学期早々の 4月 16 日に
セミナー室をオープンし，それと同時に「電子リソース活用講座」を開催しました。これまでキャンパスの他の建物，
講義が行われる教育棟の自習室まで出張して行ってきた本講座を，初めて図書館棟内で，講師席の完備された部屋
で実施できたことはスタッフにとって大きな喜びでした。主な参加者である医師や研究者にとっても病院や研究室
に近い位置にある図書館棟は便利で行きやすく，会場に迷うこともありません。双方にとって利便性が高まったと
言えます。さらには暑さをいくらかでもしのげる地階は節電の夏にも快適空間となり，パソコン利用者にすでに人
気を呼んでいます。
グループ学習室はちょうど 1年前の東日本震災直後に地下に開設していましたが，このたびの改修でセミナー室
隣へ移動させ，若干広く改装できました。二つの部屋へ通じる通路部分（40m2 弱）は，信濃町キャンパスには珍し
くゆとりある空間となっています。今後，このスペースを素敵なエリアへ変えていくことも検討したいとスタッフ
の夢は膨らみます。 舘　田鶴子

ことがなかった多彩なアクター（とくに出版社と大
学図書館）が， 1つの仕組みを動かすために集まり，
まだ見ぬ未来について大いに議論できたことに意味
があった。
このあと新たな共同実験が構想されているが，そ

こは「実験」というよりは，新たな知的空間創出の
ための具体的なサービスのあり方を吟味する場にな
るかもしれない。われわれの歩みはそこまで進んで
きたと考えたい。

注

1）2008 年 3 月 12 日に慶應義塾大学三田キャンパスで行わ

れた，「大学出版会と大学図書館の連携による「新たな学

術情報流通」の可能性を探る」と題されたシンポジウム．

2）出版社としては著作権処理の問題は非常に大きいが，こ

の件は小磯勝人氏（慶應義塾大学出版会）が本誌別稿で

述べているので，詳しくはそちらを参照のこと．




